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１．大規模健康保険組合解散の影響について

２．東京支部の統計データ

東京支部の状況等について
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１．大規模健康保険組合解散の影響について



3



加入者の適用状況

増加率
（対28年度）

37,717,631 38,668,651 39,171,383 40,308,039 107%

4,325,092 4,579,216 4,761,050 5,422,716 125%

出典：月報（平成28年度から平成30年度までは年度平均値、令和元年度は令和元年８月末時点の実数を記載）
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大規模組合の解散や自然増に伴い

66.1万人の加入者増
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保険給付申請書の受付状況 （東京支部のみ）
  

増加率
（対29年度）

傷病手当金 11,015 12,485 15,005 136%

出産手当金 1,773 2,002 2,756 155%

出産育児一時金 617 686 774 125%

埋葬料 363 376 401 111%

合　　計 13,767 15,549 18,936 138%
平成29年度および平成30年度は年度平均値、令和元年度は令和元年４～９月末時点までの平均値を記載

[東京]
受付状況

（件/月平均）
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１３８％増

山崩し機能強化

などで対処
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２．東京支部の統計データ
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